
★医療や介護、法律関係者とつながりができる
★普段関わることができない他職種とつながる
★意見交換を通して支援の新たな視点に気づける
★多職種と顔の見える関係の第一歩になる

身寄りがない方への意思決定支援のあり方

～専門職の立場からどのような支援ができるのかを考える～

【講師】 山縣 然太朗 医師（山梨大学大学院特任教授）

【日時】令和６年７月１６日（火）１８時～２０時半
（受付：１７時半～）

【場所】山梨県立図書館イベントホール

【対象】医療・介護関係者、施設・事業所管理者 等

【内容】

・倫理面・法律面からから考える支援方法

・本人が病院や介護施設に入る前にできること

・意思決定支援（ACP）

・身寄りがない方に関する行政（市）の対応 など

主 催：甲府市保健衛生部 健康政策課

お問い合わせ：055-237-5484（健康政策課直通）kenkouss＠c i ty .ko fu . l g . jp

お申込みはQRコードまたは「甲府市 顔の見える関係づくり交流会」で検索

厚生労働科学研究にて「身寄りのない人の医療に関する研究」を実施し、
２０１９年に「身寄りがない人の入院及び医療に係る意思決定が困難な人
への支援に関するガイドライン」を作成。

申込締め切り
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